
双葉に育ち 双葉を育てる子どもを育むための教育
学校のこと 家庭のこと 地域のこと

学校の要請
学校長
学校教育目標
学校運営の方針
教育課程
予算 施設

コーディネーター・各支援部会代表

地域の要請
地域の願い
地域の課題

家庭教育

承認 情報発信

双葉西小学区の家庭 地域の保護者地域住民
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各組織代表 保護者代表 学校応援団

ボランティア協議会
生き生きサロン
愛育連合会双葉支部
双葉ライオンズクラブ
自治会連合会
老人クラブ連合会
消防団
見守りウォーキング
育成会
子どもクラブ連合会
青少年育成連絡協議会
安全パトロール
交通安全協会双葉支部
体育協会
社会教育委員
民生・児童委員

学校→学校応援団
学校担当がコーディ
ネーターに要請

コーディネーターは関係
組織や個人と連絡
調整結果を担任に連絡

担任は応援団と打ち合
わせ・実施

学校応援団→学校
学校に直接依頼

教頭が担当教師に依頼
日程等調整

教頭は結果を応援団に
連絡
担当と詳細打ち合わせ



学校長の学校経営の方針の理解と承認がなされる
活動の中で

学校と地域との相互理解がすすむ

活動の中の様々な話題の中の一つ

活動の中で

ともに汗を流すことによって生まれる相互理解
ボトムアップ型のコミュニティ・スクール

「こんな先生に来て欲しい」「これはいかがなものか」
「こういうことが得意な先生がいいなあ」

連携の中で見えてきた方向性

2年間のＣＳ調査研究指定校事業を終えて
成果
○地域を挙げての学校支援の気運が高まった。
○学校応援団の組織化に伴い、学校を基地としたシニア世代の交流が始まった。
○シニア世代の学校支援の姿勢に保護者世代がよい刺激を受けＰＴＡ活動への
参加度が高まった
○地域教材を扱った授業内容が充実し、児童の地域への関心が高まった
○地域行事への児童の参加が増えた
○地域の人々との交流が、あいさつ運動にもよい効果を醸し出した
○教員と地域住民のふれあいにより､交流が増え、互いに親しみを持つように
なった

○学校運営協議会での話し合いがＰＴＡや地域活動への提言として発信された。
○親父の会の発足により学校行事への父親の参加が増えた。
○学校への苦情が減った

課題
○学校応援団と学校をつなぐ事務局が学校主体であり、校長・教頭の仕事量が
かなり増す

○学校運営協議会での協議を保護者や地域や学校の実践に活かす方策の検
討が必要

○予算の確保が必要



コミュニティ・スクールの指定を行うか・見送るか

双葉西小学校調査研究実践結果の分析と検討
教育委員会・市議会において審議

創甲斐教育推進大綱～甲斐市で育ち甲斐市を育てる人づくり～
重点施策 学校教育の充実

家庭・地域・学校の連携強化
みんなで取り組む「地域で取り組む教育活動の推進」
思いやりと規範意識をはぐくむ「豊かな心の育成」

双葉西小学校2年間の調査研究・実践分析と検討の結果
地域の教育力が学校教育に生かされ、地域も活性化し
山梨県の風土に沿いながら、無理なく推進できると判断

平成24年4月 山梨県初 唯一のＣ・Ｓとして指定

24
年
度
学
校
運
営
協
議
会

主
な
議
題

第
1
回

六
月

役
員
の
決
定

学
校
経
営
方
針
・
教
育
課
程
・
校
務
分
掌

予
算
等
に
つ
い
て
承
認

○
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
協
議

第
2
回

七
月

前
期
学
校
評
価

学
校
予
算
細
目
承
認

安
心
安
全
対
策

運
動
会
バ
ザ
ー
・
保
護
者
の
交
通
指
導
旗
振
り

○
い
じ
め
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て
協
議

第
3
回

十
月

学
校
行
事
の
総
括
・
バ
ザ
ー
報
告

25
年
度
学
校
予
算
要
求

職
員
組
織
・
学
校
体
制
等
要
望

○
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
協
議



第
4
回

十
一
月

25
年
度
学
校
体
制
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
職
員
）
に
つ
い
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
式
並
び
に
発
表
に
つ
い
て

創
立
百
四
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

に
つ
い
て

○
学
力
向
上
と
家
庭
教
育
に
つ
い
て
協
議

第
5
回

十
二
月

文
部
科
学
省
で
の
表
彰
及
び
発
表
の
報
告

公
開
研
究
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
支
援
会
議
の
発
表
内
容
の
検
討

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
協
議

第
６
回

二
月
（
予
定
）

25
年
度
学
校
経
営
方
針
（
案
）
説
明

教
育
課
程
・
校
内
組
織
（
案
）
説
明

後
期
学
校
評
価

○
家
庭
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
協
議

地域の人々の願い

思いやりのあるこころゆたかな子どもに

地域の伝統や文化を学び､地域のよさに気づき、地域を
大事にする子どもに
児童の地域行事への積極的な参加を
学校応援団の積極的な授業支援を
双方向の連携による信頼関係の構築を

地域とともに創る授業・・・・ゲストとしてだけなく､学び刺激しあう関係

子どもも教師もこれまで以上に、意識して積極的に地域に出て行く

保護者も地域の方々もこれまで以上に気軽に学校にでかけていく機会を増やす

公民館・図書館・市役所双葉支所・駐在所など関係機関との協働関係を築く

地域とともにある学校の実現

学校は毅然とした態度で
公徳心を教えてほしい



学校のためなら なんでもやる！

学校のためになって よかった！

双葉西小学校のために いやな顔をする人はひとりもいない

子どものためなら どんなに忙しくても やってやろうという意欲

よりよい学びを求め 追究するシニア世代の学びの姿勢

自分が子どもたちの学びを支えているんだという充実感

子どもと係わることで繋がる挨拶 声かけ 微笑みがえし

現役世代から寄せられる感謝の気持ち・言葉

今後の充実に向けた方策

学校運営協議会において議論が必要な事案
の検討と充実
切実感があり、重要な教育課題・・いじめ 通学路 学力向上など
日常的だが切実な議題・・運動会バザー クラス替え 給食 体育着など

ＣＳ委員と教職員との交流
ともに本校教育を担う自覚。夢や日常を語る。親睦会？

ＣＳ委員と学校支援地域会議委員との連携
ともに汗を流し知恵を出し合う関係 どちらが上でも下でもない

学校応援団活動とＰＴＡ活動との連携と交流
シニア世代と保護者世代の相互理解 感謝と思いやり つながる習慣

継続する人材と組織の構築
校長が異動してもかわらずに活動が続く
新任教職員・ 新ＰＴＡ役員への引き継ぎと研修
保護者の顔が見えるＣＳ委員・・ホームページの活用 西小祭り参加



２４年度の取り組み内容

学
習
支
援
部
会

○
一
年
生

生
活
・
昔
の
遊
び

○
二
年
生

生
活
・
町
探
険
案
内

○
三
年
生

理
科
・
幼
虫
か
ら
成
虫
へ

○
四
年
生

社
会
・
消
防
・
安
全
な
生
活

○
五
年
生

家
庭
科
・
裁
縫
・
ミ
シ
ン

○
六
年
生

社
会
科
・
地
域
の
歴
史


